
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

味の素株式会社（社長：西井孝明 本社：東京都中央区）は、連結子会社である味の素ヘルス・アンド・   

ニュートリション・ノースアメリカ社（社長：佐藤達也 本社：米国イリノイ州、以下ＡＨＮ社）を通じて、

米国のモア・ザン・グルメ・ホールディングス社（社長：ブラッド・サックス 本社：米国オハイオ州、以下

ＭＴＧ社）の株式５０．１％を取得する株式売買契約を締結しました(現地時間８月２０日)。これにより、  

当社は米国における液体調味料事業、およびそれに伴う外食顧客向け販売チャネルを獲得し、当社独自の  

素材や「おいしさ設計技術」と米国内顧客への提案力を融合させることにより、北米における当社グループの 

「おいしさソリューション事業」を強化します。 

 

米国の中食・外食向けＢtoＢ市場の規模は１８３億米ドル（約２兆円）で、グローバル市場の約４割を   

占めており、２０１１年から２０２５年までの成長率は３．２％と堅調な伸長が見込まれています（当社推定）。

また同国の外食市場においては、店舗調理における利便性や高品質なイメージにより、粉末調味料と比較して

液体調味料（ブロス※・ソース等）の人気が高まっており、食品素材メーカーが液体調味料メーカーとの協働

によってビジネスモデルを転換する動きが顕著になっています。具体的には、食品素材メーカーが液体調味料

メーカーを傘下に置き、多様な製法・呈味等の知見を吸収した上で、自社素材と液体調味料を組み合わせて 

顧客毎にカスタマイズしたメニューを提案することで、特定顧客との関係強化を図るビジネスモデルへと  

変化してきています。 

※肉、魚、野菜などを煮込んだだし汁。   

 

当社はセイボリー領域の粉体調味料や、長年の研究で培った「おいしさ設計技術」に強みを持ち、加工食品  

メーカーや外食企業等５００社以上の顧客と良好な関係を築いています。一方、ＭＴＧ社は米国の生活者  

トレンドや嗜好を熟知したブロス・ソース等の液体調味料事業を展開しており、高い品質を実現する独自の 

製造技術や、コーポレートシェフ監修によるカスタマイズ提案を通じた加工食品メーカーや外食企業との  

強い接点を有しています。当社は、今回の契約締結によって獲得する外食市場におけるメニュー提案力と外食

企業への直接販売チャネルを活用し、当社独自の素材や呈味・食感技術と融合させることにより、北米地域の

「おいしさソリューション事業」を拡充し、新たなスペシャリティの確立を目指します。 

 

当社は、２０１９年８月にＭＴＧ社の株式５０．１％を取得する予定です。株式取得後も同社の現行経営 

体制を維持する予定です。なお、本件が当社の２０１９年度業績に与える影響は軽微です。 

 

当社は２０１７－２０１９中期経営計画において、食品事業における地域ポートフォリオ強化を通じた  

確かな成長を重点戦略に掲げており、中食・外食市場においても各国・地域の食生活・食文化に適合した   

高付加価値型の「おいしさソリューション事業」を強化し、現地の生活者の健やかな食生活に貢献し続けます。 

 

★１米ドル＝１０８．６４円（２０１９年７月末レート） 

２０１９年８月２１日 

味の素グループ、北米市場における「おいしさソリューション事業」を強化 

～米国の液体調味料会社モア・ザン・グルメ・ホールディングス社の 

株式５０．１％を取得～ 



 

 参 考  

■モア・ザン・グルメ・ホールディングス社の概要 

（１）会 社 名：モア・ザン・グルメ・ホールディングス社（More Than Gourmet Holdings, Inc.） 

（２）所 在 地：米国オハイオ州 

（３）設 立 時 期：１９９３年 

（４）代 表 者：社長 ブラッド・サックス（Brad Sacks,CEO） 

（５）従 業 員 数：約５０名 

（６）事 業 内 容：液体調味料（ブロス・ソース等）の製造・販売 

（７）資 本 金：１２．６百万米ドル（約１４億円） 

（８）株 主 構 成：カリナリー・グループ・ホールディング社（以下、ＣＧＨ社） 

 

■味の素ヘルス・アンド・ニュートリション・ノースアメリカ社の概要 

（１）会 社 名：Ajinomoto Health & Nutrition North America, Inc. 

（２）所 在 地：米国イリノイ州 

（３）設 立 時 期：味の素ＵＳＡ社 として１９５６年に設立。２０１８年に現社名に変更。 

（４）代 表 者：社長 佐藤達也 

（５）従 業 員 数：約４００名 

（６）事 業 内 容：医薬用・食品用アミノ酸と調味料の製造・販売 

（７）資 本 金：なし 

（８）株 主 構 成：味の素グループ１００％ 

 

■株式取得後の株主構成 

（１）株 主 構 成：ＡＨＮ社５０．１％、ＣＧＨ社４９．９％ 

（２）株式取得日：２０１９年８月２２日（現地時間）を予定 

 

 

味の素グループは、食とアミノ酸の分野で、先端バイオ・ファイン技術が先導する、確かなグローバル・スペシャリティ 

カンパニーを目指しています。 

私たちは、“Eat Well, Live Well.”をコーポレートメッセージに、アミノ酸が持つ可能性を科学的に追求することで、事業を     

通じて世界中の人々のウエルネスに貢献し、地域や社会とともに価値を創出することで、さらなる成長を実現してまいります。 

味の素グループの2018年度の売上高は１兆1,274億円。世界35の国・地域を拠点に置き、商品を販売している国・地域は 

130以上にのぼります（2019年現在）。詳しくは、www.ajinomoto.comをご覧ください。 


